
  

１．平成25年３月期第１四半期の連結業績（平成24年４月１日～平成24年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

  

  

  

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 

  

   連結業績予想の修正については、本日（平成24年８月10日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知ら 

   せ」をご参照ください。  
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  ( )百万円未満切捨て

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年３月期第１四半期  107 2.2 △106 ─ △140 ─  △141 ─

24年３月期第１四半期  104 9.8 △115 ─ △12 ─  △13 ─

（注）包括利益 25年３月期第１四半期 △142百万円 （─％）   24年３月期第１四半期 △12百万円 （─％） 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭

25年３月期第１四半期     △0.41 ─ 

24年３月期第１四半期  △0.04 ─  

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭

25年３月期第１四半期  1,716  968  56.1 2.81 

24年３月期  1,752  1,105  63.1 3.23 

（参考）自己資本 25年３月期第１四半期 962百万円   24年３月期 1,105百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
24年３月期 ─ ─ ─ ─ ─ 
25年３月期 ─   
25年３月期（予想）   0.00 ─ 0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計）  225  5.2  △175 ─ △92 ─ △95 ─ △0.28

通期  465  19  △365 ─ △135 ─ △138 ─ △0.40

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有



  

  

※  注記事項 

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

  

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ですが、この四半期決算短信の開示時点において、 

金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料における予想値及び将来の見通しに関する記述・言明は、弊社が現時点で入手可能な情報による判断及び仮定に基づいております。

その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により、実際に生じる結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があ

り、弊社は将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証するものではありません。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：  無   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 有

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年３月期１Ｑ 342,176,165株 24年３月期 342,176,165株

②  期末自己株式数 25年３月期１Ｑ 75,045株 24年３月期 74,600株

③  期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期１Ｑ 342,049,884株 24年３月期１Ｑ 342,102,347株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日）におけるわが国経済は、東日本大震災の

復興需要を背景に設備投資に持ち直しの動きがみられ、緩やかに回復傾向にある一方、欧州政府債務危機に伴う欧

米の景気減速懸念や円高の長期化により依然として先行き不透明な状況が続いております。 

 当社グループ(当社、連結子会社)の属する電機事業業界におきましても、震災を契機とした最終ユーザーによる

設備点検・強化に伴う製品の発注並びに省エネ需要を背景としたＬＥＤ関連製品需要の顕在化によりようやく事業

環境は最悪期を脱しつつあります。      

 このような状況のもとで、当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高107百万円（前年

同期比2.2％増）、営業損失106百万円（前年同期比８百万円改善）、経常損失140百万円（前年同期比128百万円悪

化）、四半期純損失141百万円（前年同期比127百万円悪化）となりました。 

  製品群別の概況及びセグメントの業績は次のとおりであります。産業用照明機器群におきましては、売上高91百

万円（前年同期比5.5％増）、電気工事材群におきましては、売上高0百万円（同39.3％減）、制御機器群におきま

しては、売上高14百万円（同11.4％減）となりました。なお、電機事業全体の売上高は107百万円と前年同期比

2.2％増となり、施策の効果も出始めたことから、電機事業自体の売上総利益も18百万円を計上し、前年同期比

66.1％増加致しました。電機事業においては、適正な利益を確保すべく抜本的な事業の見直しに着手し、顧客に対

して製造原価上昇分の販売価格への転嫁を改めて交渉する一方、製品別の利益巾の改善を進めるとともに、顧客の

節電対応により需要が顕在化しているＬＥＤ製品の新たな販路の開拓に努め、利益率の更なる改善を図って参りま

す。 

投資事業においては、平成21年７月１日付けで当社はＳＢＯを買収し連結子会社とし、ＳＢＯの連結子会社であ

るオリオン・キャピタル・マネージメント株式会社を通じて、株式会社ディーワンダーランド（平成22年２月９日

付 ジャスダック証券取引所を上場廃止、以下「ＤＷ」といいます。）の発行済株式のうち38.6％保有することに

なりました。 

 ＤＷは質店・中古ブランド品売買の最大手である株式会社大黒屋（以下「大黒屋」といいます。）の発行済株式

の１００％（以下「本件株式」といいます。）を保有しておりましたが、本件株式を大黒屋の借入債務（以下「本

借入債務」といいます。）の担保として、大黒屋の債権者である銀行団（以下「既存銀行団」といいます。）に担

保提供しておりました。 

 ＤＷ及び大黒屋は、既存銀行団との間で、上記担保権の実行を３ヶ月間猶予して頂くことを合意するとともに、

平成23年９月16日付けで本件株式の売買予約契約（以下 「本売買予約契約」といいます。）を締結し、担保権実

行の猶予期限である平成23年12月20日以降もリファイナンス等に向けて協議を続けていたところ、既存銀行団から

DWに対し、平成24年２月15日付けで本件株式について本売買予約契約に基づく売買予約権を行使し、既存銀行団が

指定したＳＰＣ（特別目的会社）である合同会社ＧＫ41（以下「ＧＫ41」といいます。）に本件株式を取得させた

旨の通知がなされました。  

 ＤＷは、かかる通知に基づき、大黒屋を連結対象外としたことから、当第1連結四半期連結累計期間における当

社への持分法投資損失29百万円には、大黒屋の収益は取り込まれておりません。 

 また、当第１四半期末時点において、当該売買予約権行使による本件株式の譲渡価格が未確定であったことか

ら、株式譲渡損益についても四半期連結収益に計上致しておりません。  

 尚、「４.（６）重要な後発事象」に記載の通り、大黒屋の既存銀行団に対する本借入債務は、平成23年９月20

日以降期限の利益喪失状態にありましたが、平成24年８月10日付けで合同会社湯島キャピタル（以下「湯島キャピ

タル」といいます。）が、既存銀行団から大黒屋に対する貸付債権を譲り受けると同時に、大黒屋に対し、期限の

利益を付与したことにより、大黒屋は本借入債務について期限の利益を回復しました。湯島キャピタルは、ＳＢＩ

キャピタルソリューションズ株式会社が運用する投資ファンドとゴールドマン・サックスのグループ会社が出資す

る特定目的会社です。 

 また、ＤＷは、既存銀行団及びＧＫ41との間で、DWとＧＫ41との間で行われた本件株式の売買を将来に向かって

解除することを合意致しました。これにより、大黒屋は再びＤＷの完全子会社に復することになりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末の資産の部につきましては、流動資産が現預金56百万円、受取手形及び売掛金の

157百万円、たな卸資産が157百万円、その他の流動資産が14百万円にて合計386百万円となり、前連結会計年度末

に比べ４百万円の減少となりました。これは、主に受取手形及び売掛金の減少が主な要因であります。また、資産

合計は、1,716百万円となり、前連結会計年度末に比べ36百万円の減少となりました。 

負債の部につきましては、負債合計では、前連結会計年度末に比べ100百万円増加し747百万円となりました。こ

れは、短期借入金の増加が主な要因であります。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ137百万円減少し、968百万円となりました。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 大黒屋が当社持分法適用会社であるＤＷの100％連結子会社に復することから、第２四半期連結累計期間ならび

に通期の当社連結業績予想を以下の通り修正いたします。なお、連結業績予想の修正については本日（平成24年８

月10日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後の要因によって予想値と異なる場合があります。  

  

平成25年３月期 第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成24年４月１日～平成24年９月30日） 

平成25年３月期 通期連結業績予想数値の修正（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。     

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。     

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計上の見積もりの変更を区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び国内連結子会社は法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より平成24年4月1日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

この変更による当第1四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽 

微であります。  

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 225 △ 175 △ 175 △ 178 △ 0.52

今回修正予想（B） 225 △ 175 △ 92 △ 95 △ 0.28

増減額（B-A） ― ― 83 83 ―

増減率（％） ― ― ― ― ―

(ご参考)前期第２四半期実

績(平成24年３月期) 
213 △ 206 0 △ 5 △ 0.02

             

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 465 △ 365 △ 365 △ 368 △ 1.08

今回修正予想（B） 465 △ 365 △ 135 △ 138 △ 0.40

増減額（B-A） ― ― 230 230 ―

増減率（％） ― ― ― ― ―

(ご参考)前期実績(平成24

年３月期) 
445 △ 396 △ 118 △ 128 △ 0.38

             

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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当社グループは、電機事業が長期にわたり厳しい事業環境下にあることから、前々連結会計年度30百万円、前

連結会計年度128百万円の当期純損失を計上、当第１四半期連結累計期間においても、電機事業からの売上高107百

万円による売上総利益18百万円から販売・管理費を差し引き営業損失は106百万円、これに投資事業からの持分法

投資損失29百万円を計上し、四半期純損益では141百万円の損失となっております。 

   

当四半期末における現金及び現金同等物は56百万円を確保しておりますが、向こう1年間の資金収支状況から当

連結会計年度第２四半期中に資金確保が必要となることから、まず平成24年６月11日に三田証券株式会社を割当先

とする新株予約権の発行を取締役会にて決議し、同年６月27日に払込みが完了しましたが、現時点で予約権の行使

は行われておりません。当社としましては、更なる調達資金の確保の為に、当社グループの事業内容や成長性に興

味をもつ投資家と資金調達に関する話合いを行っておりますが、追加の資金調達に関しての具体的な条件の合意に

は到っておらず、既発行の予約権の行使状況や新たな追加資金の調達における投資家との交渉如何によっては、当

社グループの資金繰りが厳しくなる可能性があります。  

当該状況により、現時点においては、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在

しております。 

 当社グループでは当該事象を解消すべく、以下の対応を進めております。 

  

 ① 資本政策実行計画の具体化 

  前前々連結会計年度におきまして、当社は新株予約権行使により総額490百万円の資金調達を実施し、三田証券

株式会社を割当先として平成24年６月に新株予約権の発行を行っておりますが、 向こう１年間の資金確保のため

に、当社グループの事業内容や成長性に興味をもつ投資家と追加資金調達の話し合いを進めております。早急に条

件ならびにスキームの合意を得て資金調達の実施を図って参ります。 

 ② 投資事業部門の収益強化  

 持分法適用会社であるＤＷグループの大黒屋の中古ブランド品買取・販売事業の業績は、概ね順調に推移してお

り、既存銀行団からの当初借入時点からは投資した事業の株主価値は確実に増加しております。高収益の大黒屋が

ＤＷの完全子会社に復帰したことにより、投資価値の極大化を図るとともに、案件の慎重な選別を踏まえながら新

たな収益案件を具体化させ収益基盤の強化に努めて参ります。  

③ 電機事業部門の再構築  

 利益率の高い省電力・環境対応型の拡販、既存製品の適正利益の確保と高付加価値化、選別受注の徹底、在庫管

理の強化、製造経費削減により粗利益の増加を図るとともに抜本的な事業の見直しを行なって参ります。  

 

  以上の対応を進め、当該状況の解消、改善を図って参りますが、事業収益改善や資金調達の実行には、なお時

間を要することから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。  

  なお、当期の連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不確実性

の影響を連結財務諸表に反映しておりません。   

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 49,843 56,588

受取手形及び売掛金 174,094 157,101

商品及び製品 17,398 20,969

仕掛品 40,562 46,333

原材料及び貯蔵品 91,744 90,008

未収入金 1,709 1,740

その他 16,413 14,095

流動資産合計 391,766 386,837

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 116,627 116,627

減価償却累計額 △73,934 △74,266

建物及び構築物（純額） 42,692 42,360

機械装置及び運搬具 128,019 128,019

減価償却累計額 △124,313 △124,736

機械装置及び運搬具（純額） 3,705 3,283

工具、器具及び備品 185,075 185,768

減価償却累計額 △184,077 △184,209

工具、器具及び備品（純額） 998 1,559

土地 13,640 13,640

有形固定資産合計 61,036 60,842

無形固定資産   

その他の施設利用権 4,357 4,212

無形固定資産合計 4,357 4,212

投資その他の資産   

投資有価証券 1,276,498 1,244,729

長期滞留債権 199,000 199,000

その他 33,043 33,743

貸倒引当金 △213,302 △213,302

投資その他の資産合計 1,295,239 1,264,170

固定資産合計 1,360,633 1,329,225

資産合計 1,752,400 1,716,062
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 131,715 124,086

短期借入金 360,000 444,000

未払金 30,596 55,627

その他 32,608 33,443

流動負債合計 554,921 657,158

固定負債   

繰延税金負債 516 63

退職給付引当金 6,873 5,808

資産除去債務 15,349 15,394

その他 69,478 69,478

固定負債合計 92,218 90,745

負債合計 647,139 747,903

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,119,000 2,119,000

資本剰余金 1,896,652 1,896,652

利益剰余金 △2,909,520 △3,050,696

自己株式 △1,571 △1,573

株主資本合計 1,104,560 963,382

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 699 △767

その他の包括利益累計額合計 699 △767

新株予約権 － 5,544

純資産合計 1,105,260 968,159

負債純資産合計 1,752,400 1,716,062

森電機株式会社（6993）平成25年３月期　第１四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 104,977 107,271

売上原価 94,000 89,003

売上総利益 10,977 18,267

販売費及び一般管理費 126,171 125,108

営業損失（△） △115,193 △106,840

営業外収益   

受取利息 24 24

受取配当金 138 54

持分法による投資利益 98,937 －

その他 3,883 1,226

営業外収益合計 102,984 1,305

営業外費用   

支払利息 308 5,153

持分法による投資損失 － 29,848

営業外費用合計 308 35,002

経常損失（△） △12,517 △140,537

特別利益   

賞与引当金戻入額 1,784 －

特別利益合計 1,784 －

特別損失   

減損損失 2,180 －

特別損失合計 2,180 －

税金等調整前四半期純損失（△） △12,913 △140,537

法人税、住民税及び事業税 639 639

法人税等合計 639 639

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △13,552 △141,176

四半期純損失（△） △13,552 △141,176
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △13,552 △141,176

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 626 △1,466

持分法適用会社に対する持分相当額 44 －

その他の包括利益合計 670 △1,466

四半期包括利益 △12,881 △142,643

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △12,881 △142,643

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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当社グループは、電機事業が長期にわたり厳しい事業環境下にあることから、前々連結会計年度30百万円、前

連結会計年度128百万円の当期純損失を計上、当第１四半期連結累計期間においても、電機事業からの売上高107百

万円による売上総利益18百万円から販売・管理費を差し引き営業損失は106百万円、これに投資事業からの持分法

投資損失29百万円を計上し、四半期純損益では141百万円の損失となっております。 

   

当四半期末における現金及び現金同等物は56百万円を確保しておりますが、向こう1年間の資金収支状況から当

連結会計年度第２四半期中に資金確保が必要となることから、まず平成24年６月11日に三田証券株式会社を割当先

とする新株予約権の発行を取締役会にて決議し、同年６月27日に払込みが完了しましたが、現時点で予約権の行使

は行われておりません。当社としましては、更なる調達資金の確保の為に、当社グループの事業内容や成長性に興

味をもつ投資家と資金調達に関する話合いを行っておりますが、追加の資金調達に関しての具体的な条件の合意に

は到っておらず、既発行の予約権の行使状況や新たな追加資金の調達における投資家との交渉如何によっては、当

社グループの資金繰りが厳しくなる可能性があります。  

当該状況により、現時点においては、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在

しております。 

 当社グループでは当該事象を解消すべく、以下の対応を進めております。 

  

 ① 資本政策実行計画の具体化 

  前前々連結会計年度におきまして、当社は新株予約権行使により総額490百万円の資金調達を実施し、三田証券

株式会社を割当先として平成24年６月に新株予約権の発行を行っておりますが、 向こう１年間の資金確保のため

に、当社グループの事業内容や成長性に興味をもつ投資家と追加資金調達の話し合いを進めております。早急に条

件ならびにスキームの合意を得て資金調達の実施を図って参ります。 

 ② 投資事業部門の収益強化  

 持分法適用会社であるＤＷグループの大黒屋の中古ブランド品買取・販売事業の業績は、概ね順調に推移してお

り、既存銀行団からの当初借入時点からは投資した事業の株主価値は確実に増加しております。高収益の大黒屋が

ＤＷの完全子会社に復帰したことにより、投資価値の極大化を図るとともに、案件の慎重な選別を踏まえながら新

たな収益案件を具体化させ収益基盤の強化に努めて参ります。  

③ 電機事業部門の再構築  

 利益率の高い省電力・環境対応型の拡販、既存製品の適正利益の確保と高付加価値化、選別受注の徹底、在庫管

理の強化、製造経費削減により粗利益の増加を図るとともに抜本的な事業の見直しを行なって参ります。  

 

  以上の対応を進め、当該状況の解消、改善を図って参りますが、事業収益改善や資金調達の実行には、なお時

間を要することから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。  

  なお、当期の連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不確実性

の影響を連結財務諸表に反映しておりません。   

   

   

〔前第１四半期連結累計期間〕（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                                                                  （単位：千円） 

  （注）1.セグメント損失（△）の調整額△107,239千円は、各報告セグメントに配分していない全社費 

          用であります。 

        2.セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント
調整額
（注）1 

四半期連結損
益計算書計上
額（注）2 電機事業 投資事業 計

売上高           

外部顧客への売上高  104,977  ―  104,977  ―  104,977

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 ―  ―  ―  ―  ―

計  104,977  ―  104,977  ―  104,977

セグメント損失（△） △6,446 △1,508 △7,954  △107,239  △115,193

森電機株式会社（6993）平成25年３月期　第１四半期決算短信



  

 〔当第１四半期連結累計期間〕（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

                                          （単位：千円） 

  （注)1.セグメント損失（△）の調整額△109,559千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で 

     あります。 

    2.セグメント利益及び損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。  

   

   

該当事項はありません。   

   

   

大黒屋の既存銀行団に対する本借入債務については、平成23年９月20日以降期限の利益喪失状態にありましたが、

平成24年８月10日付けで、湯島キャピタルが既存銀行団から、既存銀行団の大黒屋に対する貸付債権を譲り受ける

と同時に、大黒屋に対し本借入債務について期限の利益を付与したことにより、大黒屋は本借入債務について期限

の利益を回復し、また、ＤＷは既存銀行団及びＧＫ４１との間で、ＤＷとＧＫ４１との間で行われた本件株式の売

買を将来に向かって解除することを合意したことにより、大黒屋はあらためてＤＷの完全連結子会社となることか

ら、大黒屋の業績が当社の持分法投資損益に含まれることになり、当社の業績向上へ貢献すると思われます。  

  

  

  

報告セグメント  調整額 

（注）1 

四半期連結損

益計算書計上

額（注）2 電機事業 投資事業 計 

 売上高           

  外部顧客への売上高    107,271      ―    107,271      ―    107,271

  セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
     ―      ―      ―       ―      ― 

計    107,271      ―    107,271      ―     107,271

 セグメント利益及び損失（△）    4,099    △1,380    2,718    △109,559   △106,840

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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